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  平成 23 年 5 月 11 日 

 

新中期経営計画「グローバル AD」を策定 

 
 
 当社は、このほど新中期経営計画「グローバル AD」(平成 23 年度～平成 25 年度の 3 か年計画)を策

定､スタートさせることになりました。グローバル AD とはグローバル Ataka Daiki の略称です。 

本中期経営計画は、国内の市場が縮小し受注競争が激しくなるなかで、生き残り発展を遂げていくた

め、需要が旺盛な海外への事業展開を進めるとともに新製品・新事業を創出し、社会的知名度と企業価

値を高めて“Hitz グル－プの水処理分野において存在感のある会社”となることを目指すものです。 

当社は、平成 28 年度（2016 年度）に連結ベースで売上高 500 億円、営業利益 25 億円（営業利益率

5％） を目指しており、本中期経営計画は、その数値に向けてこの 3 年間で下記基本方針に基づく諸施

策を着実に実行するものであります。 

 

 

【基本方針】 

 本中期経営計画の基本方針は次のとおりです。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

アタカ大機株式会社 管理本部 
大阪本社〒554-0012 大阪市此花区西九条 5-3-28 

TEL06-6468-9650/FAX06-6462-1482 

本  社〒105-0004 東京都港区新橋 2-16-1 

TEL03-3503-4335/FAX03-3501-2108 

１．利益率の向上     （営業利益率 平成 25 年度 3％） 

２．輸出の拡大      （輸出売上高比率 平成 25 年度 8％） 

３．新製品･新事業の創出 （売上高に対して平成 25 年度 10％） 

４．人材の育成 
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【数値目標】 

収益面では、事業の海外展開を促進するとともに、新製品・新事業を軌道に乗せ、平成 25 年度には

連結ベースで受注高 466 億円、売上高 446 億円、営業利益 13 億 3 千万円（営業利益率 3％）、経常利

益 12 億円を目指します。 

                                           

                                            

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本中期経営計画の最終年度（平成 25 年度）における事業別目標数値は次のとおりであります。 

                                       

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 期 計 画 
年  度 

H22 

実績 H23 H24 H25 

受注高 336 405 418 466 

売上高 350 397 403 446 

営業利益 6.4 8.3 10.3 13.3 

（益率） (1.8%) ( 2 . 1 % ) ( 2 . 6 % ) ( 3 . 0 % )

連

結

経常利益 8.7 8.0 9.0 12.0 

平成 25 年度  
区分 

環境装置事業 産業装置事業 建設事業 合計 

受注高 323 117 26 466 

売上高 314 107 25 446 連結 

営業利益 9.9 2.6 0.8 13.3 

（億円）

連結計画数値（H23～25 年度） 

（億円）

（億円）
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【重点施策】 

 本中期経営計画期間中に重点的に実施する事項は次のとおりであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

１．利益率の向上 

(1) ものづくりの更なる推進（H25 年度 生産高 120 億円：H22 年度比 1.5 倍） 

 ・工場再編(集中と集約)､生産設備の効率化による内製品の拡大とコストダウンの推進 

  (2) 海外調達の徹底推進（H25 年度 25％：H22 年度 5％) 

  (3) 競合各社との技術力差の拡大､商品の差別化によるコスト競争力の強化 

    (4) ソリュ－ション事業の伸長 

   ・既設し尿プラント改良工事に係る提案営業力の向上と関係会社との連携強化 

・M&A による事業量と要員の拡大 

・電解 A/S 事業拡大のための国際ネットワークの確立 

・Hitz との連携強化による洗煙 A/S 事業および助剤の拡販 

 

 

２．輸出の拡大 

(1) アジア諸国におけるし尿処理装置および中国/地方部における小規模下水処理装置の

１号機受注 

(2) 海水電解装置の拡販 

(3) バラスト水処理装置の拡販 

(4) 防蝕ゴムシートの海外生産と販売体制の確立 

 

 

３．新製品･新事業の創出  

(1) バイオガス利活用技術（ガス精製、カロリー調整、貯蔵等）の開発・商品化 

(2)  湿式酸化､促進酸化技術の適用範囲の拡大と、化学系特殊排水の新処理法の開発強化 

(3)  固体高分子水電解装置開発による発電所への参入 

(4)  水素発生装置の早期事業化 

(5)  電動メカ式フィルタ－プレス大型機の開発による上水への本格的参入 

 

 

４．人材育成 

(1) グロ－バルな人材の育成 

   (2) 経営幹部要員の育成 

(3) 経営環境に即した人材の配置､活用と全体的なレベルアップ 


